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	スライド 1: 第2回からだに不自由のある方への eスポーツ支援者入門セミナー ご報告  2025.2.1   一般社団法人日本eスポーツ連合
	スライド 2: ■からだに不自由のある方へのeスポーツ支援者セミナー 　時　期：2025年2月1日（土）13:00～18:30 　場　所：esports 銀座 studio　※コナミクリエイティブセンター銀座内 　参加者：医療従事者、ｅスポーツ関係者、教育関係者 　参加費：無料 　参加者：21名 　内　容：各種eスポーツの体験および障がい体験を通じた、障がい者支援方法の習得 　※オンライン配信無し
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: ■所管 　参加者のモチベーションが高く、5時間半にもおよぶ長丁場のセミナーにもかかわらず、発言やメモの記録など、最後まで集中して参加していた。 　事後アンケートでは、参加者100％が「満足」以上を選択（80%が非常に満足）。 　前回に続き、アクセシビリティコントローラーやスイッチ類を体験できたことが高い 満足度につながっていたことがアンケートから読み取れた。 　また、障がい者支援という領域において共通の課題を持つもの同士で 横のつながりを持てたことに価値を見出す参加者も多くみられた。

